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Ⅰ．はじめに
障害のある子どもとない子どもとが一緒に保育を受け
ることに関して，その大きなきっかけとなったのは1974
年（昭和49年）児童家庭局通知の「障害児保育事業実施
要綱」であった。この取り組みでは，対象が 4 歳以上の
障害の程度が比較的軽い知的障害または身体障害のある
児童に限られていたこと，集団保育が可能で通所できる
ものなど，いくつかの制限が設けられていたが，国・自
治体の公的なバックアップが得られたことで，園の運営
に肯定的な影響がもたらされた。
その後，保護者の訴えやノーマライゼーション思想の
進展などにより，障害のある幼児とない幼児がともに保
育の場で生活を送る，いわゆる「一緒の保育」はその意
義と重要性が問われ続けてきた。昨今提示された「共生
社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築の
ための特別支援教育の推進（文部科学省，2014）」では
以下のような指摘がなされているが，こうした理想の実
現に最も近い時期としての「一緒の保育」に，社会的な
注目や期待が寄せられているところと考える。
障害のある子どもが，地域社会の中で積極的に活動し，
その一員として豊かに生きることができるよう，地域
の同世代の子どもや人々の交流等を通して，地域での
生活基盤を形成することが求められている。このため，
可能な限りともに学ぶことができるよう配慮すること
が重要である。（文部科学省，2014より）
ところが，である。「一緒の保育」を実現させるため
にも，単純な場の統合やダンピングの問題（浜谷，
2005）を超え，発達と参加を促すべく，障害幼児の特性
に応じた配慮が欠かせない1）。しかし，「保育の文脈」
と「個々の障害幼児（の特性）」の関係の見取りとそれ
に由来する具体的な配慮については，上述した長きに及
ぶ歴史の中で丁寧に積み重ねられてきたとは言い難く，
現在でも手探り状態で実践が行われている（二宮，
2014）。特にこの傾向は『発達障害以外』の障害，つま
り肢体不自由や聴覚/視覚障害のある幼児の場合に顕著
である。
昨今「一緒の保育」のあり方や方法論をめぐって，①
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肢体不自由児のへの支援については，運動機能の他，その特異な社会性・パーソナリティー，認知面などの心理的
側面が検討されてきた。一方で，こうした検討は，療育施設や特別支援学校・学級などでの対応を意図したものが多
く，共生社会の形成を視野に入れたインクルーシブな環境での対応を考慮に入れたものは少ない。本研究では先駆例
としての米国幼児期特殊教育領域（ECSE）における研究・実践の蓄積に注目し，肢体不自由児と「保育」の文脈の
関係がどのように捉えられていて，どのような支援が想定されており，その範疇で社会性など，学童期以降で指摘さ
れている諸々の問題がどのように扱われているのかについて検討を行った。
この結果，①「健康，姿勢─運動」「環境へのアクセス」などの問題が，基礎的事項として位置づいていること，
②他児との交流の機会が頻発する統合環境であるがゆえに，「社会性」「（自尊心・自己理解・障害受容などに関係する）
パーソナリティー」に対する検討が重要視されていること，③「（視覚）認知の問題」あるいは，それと生活経験の
少なさから制約を受けやすい「学習レディネス」の問題に対してはあまり焦点が当てられていないことが明らかとなっ
た。ライフステージを通した一貫した支援の実現に向けて，乳幼児期における肢体不自由児の理解と支援の充実，ま
たその学童期への適切な接続が望まれることを指摘した。
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という図式に代表される『障害特性論』に依存しないこ
との意義（松井，2013），②“あたりまえの日常や保育”
が障害幼児に与える影響の再認識・再評価（七木田・山
根，2017），③保育という営みとのつながりを担保した
支援計画展開（吉川・上村・川田，2017）などが議論さ
れている。これらの議論を垣間見るに，松井（2013）の
指摘にある「障害固有の行動的・心理的な特性の改善/
器質的な障害（特性）に対する専門的対応」という障害
児教育側が得意としてきた支援の構図から，一定の距離
を保とうとする姿勢がうかがい知れる。
おそらくこの背景には，2007年の特別支援教育へのシ
フト以降，保育現場に容易に流入してきた各障害種別の
対応（特に自閉症，発達障害等）や支援システムなどが，
本来保育現場が持っていた保育の良さ，保育らしさを
奪ってきたことと無関係ではない。また同時にこのこと
は，これまで障害児教育側が数十年間にわたって蓄積さ
せてきた各種支援に関する知見と保育現場との折り合い
が未だにうまくついていないことを示すものでもある。
このような中，浜谷・江藤（2015）は「（発達障害児
らの）切り替えの難しさ」をテーマに，大人の強引なテ
クニックや絵カードの乱用・誤用による“他動的な切り
替え”の問題を指摘し，本来そこにあるはずの（保育と
いう営みに沿って揺れる）子どもの気持ちの切り替えに
力点をおくことの重要性を説いている。こうした検討の
ように，障害児教育側から保育/幼児教育側へ一方的な
ベクトル提示に偏るのではなく，あるいは双方が平行線
をたどるのではなく，『保育/幼児教育側から障害児教育
側へ』というベクトルも交えながら「一緒の保育」の在
り方と具体的な方法が模索されることを期待したい。た
だし，発達障害のある子どもの保育については多くの文
献・書籍で扱われており，双方のベクトルの構図も分か
りやすい一方，肢体不自由や聴覚/視覚障害等について
は，そもそも「障害児教育から保育側」へのベクトルす
らはっきりと示されていないことを筆者は危惧してきた
（真鍋，2008；真鍋，2013）。障害児教育側も保育/幼児
教育側も「一緒の保育に向けた要点は何なのか」という
ことが議論の俎上にすら上がっておらず，双方の折り合
いをつける以前の段階にあるのではないかと考える。
Ⅱ．目的と方法
⑴　本研究の目的
上記の問題意識より，本研究では肢体不自由を有する
子どもへの，その特性を考慮に入れた保育の方法につい
て検討を行いたい。そのために，本稿では，障害児教育
側と保育/幼児教育側とで障害幼児の保育の方法論をめ
ぐる議論（詳しくは水内，2002を参照）を90年代に経験
した米国幼児期特殊教育領域（ECSE; Early Childhood 
Special Education）で，肢体不自由児に対する支援がど
のように検討されているのかに注目する。また，その際，
学童期以降のカリキュラムでその心理特性から重視され
ている「社会性」「パーソナリティー」「学習レディネス」
等の事項がいかに扱われているかについても触れたい。
これを通して，保育における肢体不自由児への支援に関
する，今後の議論に対する示唆を得ることを本研究の目
的とする。
⑵　本研究の方法
本研究では米国におけるECSE領域の実践者が手にす
ることのできる一般の書籍から，肢体不自由児への支援
が扱われている箇所を抽出した。なおECSE領域に関わ
る専門職団体DEC（The Division for Early Childhood）と，
乳幼児保育・教育に関わるNAEYC（National Association 
for the Education of Young Children）は2009年にイン
クルージョンに関する共同声明を示し，障害幼児と保育
との関係における「アクセス」「参加」「支援」について
言及している。このことを鑑みて，この前後で肢体不自
由児への対応について記載の確認が可能であった書籍を
対象とした（表 1 ）。
Ⅲ．結　　果
1．Adapting Early Childhood Curricula for Children 
with Special Needs
本書においては，第 5 章「介入・指導戦略の実施」の
部分でPhysical Disabilitiesとして肢体不自由に関わる内
容が設けられている。ここでは骨関節疾患，脳性麻痺，
二分脊椎，筋ジストロフィー，脊髄損傷などのあるもの
を想定したうえで，支援を考えるための前提として，下
記 3 点が指摘されている。①運動面の障害を持つ幼児は
表 1　本稿で選定した書籍の概要
No 書名 著者・編者等 発刊年 出版社 総ページ
1 Adapting Early Childhood Curricula for Children with Special Needs (7th Edition)
・Ruth E. Cook
・M. Diane Klein
・Annette Tessier
2007 Prentice Hall 479
2 Building Blocks for Teaching Preschoolers with Special Needs (2th Edition)
・Susan Sandall
・Ilene Schwartz 2008
Brookes
Publishing 237
3 Successful Inclusion Strategies for Early Childhood Teachers
・Cynthia Simpson
・Vicky Spencer
・Laverne Warner
2009 PrufrockPress 230
4 CARA'S KIT for Toddlers; Creating adaptation for routines and activities
・Philippa H. Campbell
・Suzanne A. Mibourne
・Alexis A. Kennedy
2012 BrookesPublishing 23
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多様な知覚モードを活用しながら，外界の情報の取得や
環境内の対象物への操作を保障する必要がある，②主と
なる運動発達の遅れが，言語や認知発達の遅れをも誘発
する。そのため，そうした発達を保障させるための，適
応的な補助具が必要であること，③養育者との身体接触
にも困難が生じるがゆえに，初期発達の様々な領域で求
められるポジティブな養育者との相互作用が欠ける可能
性があること。
こうした前提のもと，肢体不自由児と関わる上での戦
略として下記 8 つのポイントを示している。
1 　健康問題のある幼児に向けた配慮事項を確認する。
2　子どものポジショニングは極めて重要な事項である。
集中を促すためにも，不快に感じず，よくバランスが
取れた状態が求められる。適切なポジショニングに向
けて保護者や理学療法士との連携が必要である。
3　少ない動きで環境への働きかけが可能になるよう，
活動や環境を整える。
4　可能な限り環境とのやりとりを促すアダプティブ装
置を用る。クラスやクラス内の物品に対して，最もそ
の子にあった調整が施されるよう，専門家に意見を聞く。
5　車いす，杖，補装具，義手義足，その他機械的な補
助器具の使用に不都合が生じないようにする。
6　その子が意思を出しやすい手段を考えるため，言語
聴覚士等に相談する。
7　身体的，社会─情緒的自立に関わる目標を実現させ
るよう働きかける。ポジティブな自己認識は将来にむ
かう動機付けと自己実現に鍵である。
8　子どもの能力を過小評価しないように気を付けること。
2．Building Blocks for Teaching Preschoolers with 
Special needs
本書では，「肢体不自由や運動障害」等の障害別のペー
ジは立てられていない。本書の主要な支援の枠組み
（Building Blocksモデル）のうち，障害特性に基づいた
考え方や手法が明示されている第 5 章「Curriculum 
Modification（活動の修正と調整；以下CM）」の中から
これらの障害に関わる事項を，第 1 筆者と第 2 筆者とで
抽出した。
表 2　肢体不自由児に対する活動の修正・調整（タイプ別）
修正や調整
のタイプ 修正や調整の基本方針
具体例に関する記述
例えばどのようなときに どのような支援？
遊具・道具
の調整
最適なポジションに
取り付ける
立位を保つのが困難で，イーゼルを使う
のが難しい場合
イーゼルを低くするか椅子を用意する。
または机上用のイーゼルを購入してみる。
テープやベルクロ，
滑らないものなどで
安定させる
手の動きで使っている紙が机上でずれて
しまう場合 机にテープで紙を貼る。
両手で何かを持っている状態で，片方を
操作しようとすると持っている物が落ち
てしまう場合
おもちゃの表面に滑り止めの皮を貼る。
木の椅子に座っているときにズレ落ちそ
うになってしまう場合
座るところにおふろ用の滑り止めなどの
類のものを取り付ける。
遊具の操作が難しすぎる
場合，おもちゃのレスポ
ンスを変えてみる
絵本等のページをめくるのが難しい場合 小さな発泡スチレンなどの片を本に着けてページをはがしやすくする。
糊付けや貼る動作が難しく，製作コー
ナーで遊べない場合
コンタクト用紙とスティックのりを使
い，貼り絵等ができるようにする。
マーカーや筆を握るのが難しい場合 握りやすいようマーカーや筆に気泡ゴム（ラバー）を巻く。
特別な装置
活動や遊びに参加しやす
くなるよう特別な装置を
その場に設ける
園庭が広く，歩行器で移動するスキルも
十分に持っていないために，遊ぶ時間が
減ってしまうような場合
2 人ほど乗れる大きなワゴンを用意し，
子どもと一緒に入って移動したり，引い
て移動する（歩行の機会は別できちんと
セッティングする）。
歩行器に載っている状態で，遊具（例え
ば室内の砂場遊び）に近づけない場合
遊具の強度が高ければ中に入れてあげる。
もし， 4 つの脚を取り除けるのであれば，
取ってしまって近づきやすくする。
参加の時間が増えるよう
特別な装置を使う
はさみを握る力がない場合 輪状のはさみを用意し握りやすくする。
バランスが悪く座位が安定しないため，
何かと座ることに気を取られ遊び込めな
い場合
ひじ掛けのある椅子を用意する。また足
元が届いていなければ，ブロック等を用
意する。
座位保持椅子や車いすに座っていると
き，床に座っている子どもとの高さが異
なってしまう場合
ビーンズクッションやキューブ型の椅子
を用意し，低い位置で他の子と座れるよ
うにする。
不可視な
支援
子どもの参加が増えるよう
順番を意図的に整える
手の力がなく，クッキングの時間にかき
混ぜたりすくう動作ができない場合
他の子が混ぜて混ざりやすくなってから
その子にしてもらう。アイスクリームの
場合は順番を後半にして溶けてからすく
わせる。
ピッチャーから注ぐ練習をしている場合 他の子につがせてピッチャーが軽くなってからその子に渡す。
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なおBuilding BlocksモデルにおいてCMは「計画され
た活動やルーチン内での子どもの参加を高めるために既
存のクラス内の活動や遊具などに（その子に合わせて）
変更を加えること」と定義され，「環境的な支援」「遊具・
道具の調整」「活動の簡略化」「子どもの好みを用いる」「特
別な装置」「大人のサポート」「ピアサポート」「不可視
な支援」の 8 つの種類のCMが用意されている。その必
要性が問われる背景には「既存のクラス活動への参加を
高め，環境との有意義な相互作用を行うことで，結果的
に子どもの発達や学習が促される（Sandall，Schwartz，
＆Joseph，2001）という認識がある。
表 2 にCMの種類ごとに配慮事項をまとめたものを，
表 3 にCMが施される活動（遊びコーナー）ごとに配慮
事項をまとめたものを示した。本書においては，肢体不
自由児に対する配慮として「遊具・道具の調整」「特別
な装置」が多数を占めていた。またその次に多いのは「活
動の簡略化」であった。さらに表 3 からは，こうしたタ
イプの配慮が特定の時間のみに必要となるのではなく，
保育中の様々なタイミング・場面でCMを施すことが可
能であることが示されている。
表 3　肢体不自由児に対する活動の修正・調整（場面別）
場面 修正や調整のタイプ
具体例に関する記述
例えばどのようなときに どのような支援？
Art Center
遊具・道具の調整
イーゼルに塗るのにバランスを保
てない場合
イーゼルの脚を取ったり，短くし，机の上に置くこと
で，椅子に座った状態で塗れるようにする。
スポンジペイントの際，スポンジ
を掴むのが難しかったり，雑に
（塗ってしまう）のが嫌いな場合
カメラのフィルムケースの中にスポンジをくっつけ
て，握りやすいようにする。
活動の簡略化
制作でたくさんの操作スキルが求
められイライラしているような場
合
いくつかの工程は教師が済ませておき，取り組んでも
らいたい内容を部分的に子どもにしてもらう。「最後
に自分でできた」で終わらせる。
特別な装置 ペイントブラシを使う力や調整力がない場合
別の道具を探す（色んなサイズのローラーブラシ，ス
ポンジブラシなど）。
Blocks 遊具・道具の調整
木のブロックを持つ力がない場合 段ボールのブロックを用意する（牛乳パックなどでも作れる）。
肢体不自由があり，床に座るのが
難しい場合
ブロックコーナーに机を持ってきて，立たせて作って
もらうか，座位保持椅子等に座って作る。
Dramatic
play
遊具・道具の調整
ウォーカーや車いすを使っている
場合
それらを動かすのに十分なスペースがあるか確認した
上で色んな高さでごっこ遊びができるように机を用意
する。
握って操作するのが難しい場合
握りやすいスプーン，フォークを料理コーナーに用意
しておく。取っ手には発砲ラバーやテープを巻いてお
く。子どものサイズの物品だけでなく，様々なサイズ
のものがあったほうが使いやすいかもしれない。
服を締めるのが難しい場合
着脱が容易な服を用意する。滑り止めもつけておく。
扱いやすいアイテムも増やしておく（帽子，サングラ
ス，財布など）。
ピアサポート
ピアサポートごっこ遊びで人形さ
んをお風呂に入れたいが，小さな
服を脱がせることが難しい場合
他の友達に脱がせてもらう。
Sensory
Table 遊具・道具の調整
物を握るのが難しい場合
ショベル，スクープ，スプーン，トングなど握りやす
いものを用意する。必要に応じて発砲ラバーやテープ
をつけておく。
ウォーカーや車いすを使っている
が，机・台に手が届かない場合
砂を入れた台が頑丈ならば，子どもにその中に入って
もらう。床に台を置いたり，個人で遊ぶ場としてプラ
スティックのおけ等も使える。
Book
corner 遊具・道具の調整
絵本をめくるのが難しい場合 絵本の上部角に発砲ラバーの片を付けてめくりやすくする。
書字をするだけの微細運動スキル
は持っていないが，何か書きたそ
うにしている場合
マグネットボードとそれにくっつく文字ピースを用意
する。
Computer
center 特別な装置
感覚運動障害のためクラスにある
ハードウェアが利用できない場合
地域の教育技術センターの専門員に連絡を取ってみ
て，使える適応的な補助具を借りる。
Manipulatives 遊具・道具の調整
ビーズ通しで細かい作業ができな
い場合
木の板にダボ（合わせ釘）を付けて，その中にビーズ
を入れて作っていく。
パズルの小さなピースを操作でき
ない場合
異なるサイズのパズルを用意する。扱いやすいように
作るところとピースを分けておく小さなブロックを用
意する。
Circle time 特別な装置 お集まりの時間に体幹の保持が難しい場合
他の子と同じ高さで安定した状態になれるよう，
キューブ型の椅子を用意する。
Cooking 遊具・道具の調整 道具をうまくつかめない場合 机上で滑りにくい道具を使う。
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3 ．Successful Inclusion Strategies for Early 
Childhood Teachers
本章においては，まず第 2 章「インクルーシブなクラス
とは（What is an inclusive classroom？）」にて，Building 
Blocksモデルと同様，既存のクラス内の状態をその子に
合わせるための修正・調整方略が「クラス環境」「カリキュ
ラムの内容」「指導や評価」の 3 つの項目別に提示され
ている。また本書ではそれが障害別に記載されている。
肢体不自由児（Orthopedic Impairment）に対する 3
つそれぞれの内容について，下記の通り。
クラス環境に対する修正や調整
1　子どもたちのニーズに合うようシートの位置やクラ
ス内の物品を整える；つまりアクセスビリティ─を確
認する
2　物理的環境によるバリアをなくすよう環境を整える
3　必要に応じて，いざというときの補助ができるよう
な大人や友達を近くに配置する
4　環境評価を行い，家具・筆記物・衣服かけ・書き物
一式の調整を行う
5　必要に応じて家具を安定させたり，低くする
6　その環境でその子が種々の物品を動かせるかどうか
を確認する
カリキュラムの内容に対する修正や調整
1　個々の理解の程度に応じた内容を計画しておく
2　全体指示のあとの，追加的な指示・指導を行うため
の準備をしておく
3　もし必要であれば，その子のニーズに合わせて健康
ケア計画を立てておく
子どもへの指導/評価に対する修正や調整
1　子どもが望ましい行動を示した場合にには，励まし
たり強化子を提示することを忘れない
2　指導や評価がうまく機能するようにAT（アシスティ
ブテクノロジー）やブックスタンド，スイッチなどを
与える
3　できるだけ指導や評価の際には具体物を用いる
先に示したBuilding BlocksモデルのCMの種類と照ら
し合わせれば，「遊具・道具の調整」や「特別な装置」
以外に，基本となるクラスの物理的な環境そのものをそ
の子に合わせるという「環境的な支援（物理的環境）」
に関する事項が多く挙げられている。また，子どもへ配
慮を施すタイミングとして，「活動を行う前」「最中」「後」
と 3 つのタイミングを重視していることが分かる。なお
先に示した「環境的な支援」の内容については，ほぼ活
動を行う前というよりは，活動を企画する段階での検討
内容であると考えられる。
第 7 章「ホセ─肢体不自由のある子ども（Jose-A 
child with an orthopedic impairment）では」，肢体不
自由に特化した内容について，いくつかの事例を交えて
紹介されている。ここではまず肢体不自由児の多くが抱
えうる問題として，運動面だけではなく，心理─情緒面
の問題に目を向けることの重要性が繰り返し指摘されて
いる。以下は，そのことに関連した記述である。
こうした子どもたちの身体の動きの制約は，通常子
どもたちに求められる社会的な相互作用のレベルに対
し，間接的に影響を与えてしまう。例えば，もしある
子どもが走ることに難しさを抱えている中，他の子ど
もたちが外で鬼ごっこをしていれば，その子は自分が
参加できていないことに対して孤立感を感じているか
もしれない。こうした状況が続けば，内に引きこもっ
てしまう可能性もありうる。社会的相互作用の機会に
制約がある，ということは，友達関係を作ったり，維
持することに困難を持たせてしまうのである。全ての
子どもがそうとは限らないが，この可能性の存在に気
づくべきであるし，また適切な介入によってその状況
を改善できることにも教師は気づくべきである。
第 7 章では続けて，インクルーシブな環境において担
任が施すべき配慮について，ホセ（知的障害のない二分
脊椎のある幼児；車いすを使用）を例に挙げて，「クラ
ス全体としての配慮」「個別の配慮」「家族と協力する上
での配慮」の 3 セクションから説明を行っている。それ
ぞれの要点をまとめたものを表 4 に示した。これまでの
書籍と共通する内容も挙げられているが，「幼児の目線
の高さ」「導尿や健康管理が求められる幼児に対するト
イレの使用・管理方法」「車いすの扱い方に対する意識（当
事者・他児・教師ともに）」など，具体的な個別事例の
レベルでは，更に多岐に渡る配慮が求められることにつ
いて言及されている。
表 4　ホセ（二分脊椎）に対する配慮
配慮の種類 配慮の細かい内容
クラス活動全体を
巻き込んだ配慮
・ クラスの環境のアクセシビリティー
のチェック
・トイレの使用に関する計画づくり
・みんなが参加できる運動活動づくり
・棚に置く物品の再配置
・動かせるボードの利用
・適応スキルの促進
一人一人の幼児
に向けた配慮
・ 子どものIEP/IFSPあるいはケアプラ
ンに慣れておく
・ できる限り他の子どもと同じ目線に
なるように着席させる
・排泄に関わる援助の準備をしておく
・積み木遊び活動を促す
・ 大きな動きを行いやすいように活動
を計画する
・自助スキルを教える
・ 安全な車いすの動かし方について話す
・ 身体運動を伴う活動にできるだけ参
加する
・ 自尊心を育むことのできる方法につ
いて（教員が）学ぶ
・ 車いすの乗り降りについて（教員が）
学ぶ
家族と協力する
上での配慮
・家族と情報を共有する機会を持つ
・ 家庭にて，どのような状況でどんな
援助を受けているかを知る
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4 ．CARA’S KIT for Toddlers;　creating adaptation 
for routines and activities．
本書では， 2 番目の書籍と同様，「肢体不自由や運動
障害」等の障害別のページは立てられていない。本書の
全体を通して，事例等を含めて肢体不自由に関す言及が
あった個所を抽出した。
まず本章では障害幼児全般に対する配慮（調整的支援; 
Adaptation）の考え方として，以下のような言及がある。
調整は「特定のスキル形成を目指した子どもへの指
導方法」を意味するものではない。むしろ，調整は「環
境の調整」「デイリースケジュールの調整」「活動やルー
チンの選択又は調整」「遊具や道具の調整」「教育内容
や子どもに期待することの調整」などの方略を用いて，
日々の活動やルーチンによりよく参加することを促す
ものである。
こうした「調整」について，本書の中で指摘されていた
具体例を 2 つではあるが下記に示す。
1
移動することが難しいケニーに対して，近くにある
大きな物品（家具）それぞれを近くに寄せることで，
その子がつかまって歩けるようにした。このことは
彼が周囲を探索する上での自立を支えるものである。
（環境の調整）
2
イザベラは複数の物品を手で保持することが難しい。
そのため工作や机上で行う砂場遊びにうまく参加で
きないことがあった。教師は何か物を持たなくても，
絵画ができるようフィンガーペインティングができ
る場面設定にしたり，砂に物を隠して探して遊ぶ活
動を用意するなどして，その子の積極的な参加を支
えた。（活動やルーチンの選択または調整）
本書においては 5 種の調整方略の中に，アシスティブ
テクノロジー（以下AT）の提供や絵カードをはじめと
した視覚的支援が含まれるが，こうした方略を用いる際
のポイントとして「直接対応（Hands－On Assistance）
を減らすこと」の意義が述べられている（図 1 ）。つまり，
子どもへ支援を行おうとすればするほど，子どもへの干
渉が増えてしまう。そうした干渉は時に子どもの「自信」
「自尊心」「自立」などを損ねる可能性がある。以下は，
そのことに言及している個所である。
何ら調整方略を施すことなく，大人が子どもの手を
取りながら補助することは，その子どもにとって最も
干渉的な関わり方をしていることを忘れてはいけませ
ん。大人の補助は，子どもの自立させることを促すこ
とよりも，子どもが活動やルーチンでしていることを
補助するという意味が含まれている。大人の補助は他
の調整方略がうまくいかなかったときに最後に頼る手
段として提供すべきです。決して最初ではなく。
Ⅳ．考　　察
以上， 4 つの書籍ということで限られた情報源ではあ
るが米国幼児期特殊教育領域において，いかに肢体不自
由のある子どもへの配慮が「一緒の保育」という環境の
下で検討されているのかを探ってきた。以下，「保育の
文脈」と「肢体不自由のある幼児の特性」との関係がい
かなるもので，なぜ・どのような支援が求められるのか
についてふれる。また学童期以降に重視されている「社
会性」「パーソナリティー」「学習レディネス」といった
事項も交えながら，その特徴について考察する。
1 ．支援の土台としての「健康」「姿勢・運動」「環境
へのアクセス」
肢体不自由児へ支援の中核として，姿勢保持・粗大運
動・微細運動の発達に焦点が当たることは自然なことで
あり，本書の中でもそうした発達を促す直接的・専門的
な介入方略が盛り込まれているものと考えていた。しか
し，そうした「運動面の発達促進」を直接に扱っている
書籍は書籍番号 3 のみであり，その分量もわずか12行だ
けであった。その代わりに一様に重視されていたのは，
肢体不自由児が抱えやすい「医療的ケア等への対応」と
「保育活動によりよく参加するために必要な姿勢や動作
に対する配慮」であった。
障害のない子どもと一緒の保育において，登園から降
園，室内から室外（園庭や園外）に至るまで，ほとんど
の場・タイミングで「持てない・使えない・入れない・
届かない・利用できない」など，環境へのアクセスの問
題が生じる可能性が指摘されていた。真鍋（2008）も指
摘しているが，健康面の問題も含めて，発達促進に向け
た介入を行う以前に「安心して/遊びに夢中になって生
活を送る」というあたりまえのことができているかどう
かを確認することが肝要であるということだろう。また，
この解決に向けて，健康面や環境面の評価を行い，もし
環境とその子と間にギャップがある場合には「既存の環
境や遊具・道具の調整」「保育者が自作できるローテク
なATから専門家が周知しているハイテクなATまで，
特別な装置の使用」をまず考えなくてはいけない。
2 ．「アクセスの問題」から派生する「社会性やパーソ
ナリティーの問題」
姿勢や運動の発達の問題が，認知（特に視覚），概念，
社会性，パーソナリティーなど様々な発達領域に対して図1　各調整方略の階層
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影響を与える構図については，川間（2014）を初めとし
てこれまで学童期以降の肢体不自由児教育領域で多く取
り上げられてきた。本稿の検討から，同様のことが乳幼
児期の保育でも重要であることが指摘された。
ただし，①その範囲は「社会性」と「パーソナリティー」
に限られており，また②こうした問題が生じる理由も「本
人の姿勢や運動の発達」という本人の器質的な問題より
もむしろ，先に述べた「通常の保育環境へのアクセスの
失敗」あるいは「大人による過剰な直接的援助（Hand-On 
Assistance）」など環境要因にあるとされていた。その
場の状況や成員性が，療育施設や特別支援学校・学級な
どとは異なる独自なカリキュラムであるがゆえに，こう
した事項が強調されたものと推察する。
なお，自尊心・自己理解・障害受容などが関わる「パー
ソナリティー」については，「自分のいいところを知る」
「他児と適切に関わる」「友達からの褒めや批判を受け入
れる」などの経験を通して促すことができると指摘する
一方，そうした支援は難しく，保育と同様に介助時に子
どもとの「距離の近さ（Ruthら，2007）」が問題になり
やすい家族との間での協調的な取り組みが欠かせないと
いう（Simpsonら，2009）。それまでの家庭生活から，
同学年の子どもとともに生活を送り始める移行のタイミ
ングでは，障害受容を含めて保護者にとって新たな悩み・
葛藤も生じやすい。近い距離での介助がもたらす，過剰
な接近（あるいは放任）という問題について，いかに保
護者と保育者との間で支援のベクトルや歩幅を合わせ，
本人の「自分でやる！」「自分でできた！」を支えてい
けるかが鍵となるのではないか。幼稚園・保育所・子ど
も園で過ごす数年間の経験の積み重ねはとても大きく，
見逃すことはできないと考える。
3 ．「学習レディネスの問題」への対応について　
米国幼児期特殊教育領域では，先述の「既存のクラス
活動への参加を高め，環境との有意義な相互作用を行う
ことで，結果的に子どもの発達や学習が促される
（Sandallら，2001）」という言葉に表されるように，そ
の子どもにとってのあたりまえの生活を活かした介入が
支援のスタンダートとなりつつある（例えばPretti-
Fronczak & Bricker，2004）。この点で，概念形成や学
習レディネスといった，本来ならば日常生活での環境と
の相互作用を通して獲得されている力とその支え方につ
いて，本書内に記載があるのではないかと予測していた。
しかし今回そういった記載は認められなかった。この
理由（の推測）については上述の通りだが，肢体不自由
児の学習レディネスや生活経験不足の問題は，就学後に
特別支援学校や支援学級あるいは通常学級で，その発達
段階に即した適切な教育目標を設定する上でも，とても
重要な事項であるはずである。
脳性まひ児の多くに認められる認知面のディスクレパ
ンシーの問題も考慮に入れながらCMの手法を初めとし
て就学前の段階でこうした問題にどのようにアプローチ
することができるかについて，今後稿を改めて議論を行
いたい。
Ⅴ．引用文献
Campbell，P．H.，Mibourne， S. A.， & Kennedy， A. A. （2012） 
CARA'S KIT for Toddlers; Creating adaptation for 
routines and activities. Brookes Publishing.
浜谷直人（2005）　統合保育における障害児の参加状態
のアセスメント．人文学法（教育学），40，17-30.
浜谷直人・江藤咲愛（2015）　保育における場面の切り
替えと片付けの構造．人文学報，501，53-64.
川間健之介（2014）　第 5 章肢体不自由児の心理．川間健
之介・西川公司（編著）肢体不自由児の教育，77-78
七木田敦・山根正夫（2017）　発達が気になる子どもの
行動が変わる！保育者のためのABI（活動に根差した
介入）実践事例集．福村出版
真鍋健（2008）　運動に制限のある幼児の保育活動への
参加に関する研究─統合保育でいかに主体的な参加を
支えるか．広島大学大学院教育学研究科紀要，第三部
教育人間科学関連領域（57），321-326.
真鍋健（2013）　聴覚障害児の身体的・心理的特性に応
じた保育活動の工夫─Curriculum Modificationの観点
から．くらしき作陽大学・作陽音楽短期大学研究紀要，
46（1），23-36.
松井剛太（2013）　保育本来の遊びが障害のある子ども
にもたらす意義─「障害特性論に基づく遊びの批判的
検討から─．保育学研究，51（3），9-20.
水内豊和（2002）　アメリカ合衆国の統合保育をめぐる
幼児教育と幼児特殊教育の関係─「発達にふさわしい
実践（DAP）」をめぐる議論とその後の展開を中心に．
SNEジャーナル，8（1），160-174.
二宮祐子（2014）　障害のある子どもとの関りが園児に
与える影響に関する検討．田園調布学園大学紀要，（9），
223-236.
文部科学省（2012）　共生社会の形成に向けたインクルー
シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進
（報告）．
Pretti-Frontczak, K.，& Bricker, D. （2004）　An activity-
based approach to early intervention （3rd Edition）．
Brooks Publishing.：邦訳；七木田敦・山根正夫監訳
（2011）子どものニーズに応じた保育─活動に根差した介
入，二瓶社．
Ruth, E. C., Klein, D., & Tessier, A. （2007）　Adapting 
Early Childhood Curricula for Children with Special 
Needs （7th Edition）．Prentice Hall.
Sandall, S., Schwartz，I., & Joseph, G. （2001）　A building 
blocks model for effective instruction in inclusive 
early childhood settings. Young Exceptional Children，
4 （3），3-9.
Sandall, S., & Schwartz, I. （2008）　Building Blocks for 
Teaching Preschoolers with Special Needs （2th 
Edition）. Brookes Publishing.
Simpson，C.，Spencer，V.，& Warner，L. （2009）　Successful 
Inclusion Strategies for Early Childhood Teachers. 
Prufrock Press.
吉川和幸・上村毅・川田学（2017）　「信頼モデル」によ
る記録，評価は障害児保育実践をどう変えるのか─ 
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第１号　Ⅱ．人文・社会科学系
─ 334 ─
「学びの物語」作成による半年間の保育実践からの検
討．保育学研究，55（1），55-67.
注
1 ）実際に平成29年 3 月告知の新幼稚園教育要領，新保
育所保育指針においても，以下のような記載がある。
　　「障害のある幼児などへの指導に当たっては，集団
の中で生活することを通して全体的な発達を促してい
くことに配慮し，特別支援学校などの助言又は援助を
活用しつつ，個々の幼児の障害の状態などに応じた指
導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うも
のとする（幼稚園教育要領；第 1 章総則第 5 特別な配
慮を必要とする幼児への指導）」
　　「障害のある子どもの保育については，一人一人の
子どもの発達過程や障害の状態を把握し，適切な環境
の下で，障害のある子どもが他の子どもとの生活を通
して共に成長できるよう，指導計画の中に位置づける
こと（保育所保育指針; 第 1 章総則 3 保育の計画及び
評価）」
